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企画の趣旨と学術的観点からの報告

土田　宣明（立命館大学文学部教授）

司会（安田）　これより第1部の企画を開始いたします。第1部は予見的支援チー
ムの企画となります。進行は予見的支援チームのチームリーダーである土田宣
明先生に一旦お渡しいたします。それでは、土田先生、ご報告くださる先生方、
よろしくお願いいたします。

土田　それでは、予見的支援チーム企画の発表に移りたい
と思います。この企画の進行役を担当いたしますのは、立
命館大学の土田と申します。どうぞよろしくお願い致しま
す。最初に後ほどご登壇いただきます皆様をご紹介いたし
ます。まず、長井徹夫さん。長井さんは現在、京都市左京
区地域介護予防推進センター・センター長でいらっしゃい
ます。京都市市役所でのご勤務を経て、2011年4月より現職についていらっしゃ
います。高齢者に対し、各種介護予防事業を提供するセンターにおいて、知識
の普及・啓発や運動機能向上プログラム、栄養改善プログラム、口腔機能向上
プログラムなどの教室を推進されてきた経験をお持ちです。同センター管轄の
高齢者施設での学習療法を実践されてきた経験から、このプロジェクトでもご
助言いただいております。本日は大学外での取り組みの実践例として具体的な
お話をしていただきます。
続いて、高橋伸子さん、石川眞理子さん。お二人は大学という場で高齢者支
援活動を実践されてきました。その中心メンバーです。具体的に何を大事にし
て、何を実践されてきたのか、具体的なエピソードを踏まえてお話していただ
きたいと思います。高橋さん、石川さんともに本学の応用人間科学研究科の修
了生です。高橋さんは精神保健福祉士でもあり、大学の講師のほか、京都府の
介護認定審査委員を務めていらっしゃいます。石川さんは、臨床心理士でもあ
り、高橋さんと同様、大学での講師をされているほか、京都府のスクールカウ
ンセラーとしてもご活躍です。
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それでは、まず私の方から「企画の趣旨と学術的観点からの報告」と題して、
お話させていただきます。予見的支援チームの紹介です。予見的支援チームに
は、大きくわけて 2本の柱がありました。一つは高齢者支援です。大学を地域
資源として、どのような援助の提供が可能かを検討してまいりました。2番目
は加齢に伴う高次精神機能の変化についてです。加齢は人間の精神機能にどの
ような変化をもたらすのか検討してまいりました。今回はこのうち特に 1を中
心に報告申し上げます。
企画の趣旨です。プロジェクト全体の目的としては、一つには大学という資
源を活用するとともに地域で様々な現実課題に関わる実践家、実務家との協働
を追求することがありました。このプロジェクト全体の趣旨に関わって、予見
的支援チームとして何を実践し、どの程度達成されたのか、課題は何か、今後
の方向性はどうあるべきかを考えたいと思います。
立命館大学高齢者プロジェクトの理論的背景についてです。我々のプロジェ
クトは本学の望月先生、望月教授がご提唱されてきた対人援助の連鎖モデルを
お借りして、実践してきました。望月先生の連鎖モデルでは、まず一番目に援
助、行動成立のための環境設定があり、次に 2番目、援護、環境設定定着のた
めの要請がございます。最後に教育・訓練的な行動、教授を実践していくとい
うのが望月先生の連鎖モデルでした。ただ、我々のプロジェクトとしましては、
認知リハビリテーションから始まっておりますので、まず教授から始まります。
教授、これにまず効果が見られたこと。続きまして、認知リハビリの場の設定
を行いました。公的機関への働きかけ、定着をうながす試みを行いました。認
知リハのあり方というところを検討するというふうに続いております。枠組み
の確認です。一番目、教授、これは援助者と当事者の間で行われる直接作業で
リハビリテーションをさします。二番目、援助、これは認知リハビリを実施す
るための環境の設定をさします。三番目、援護、認知リハビリを定着させる作
業をさします。もう少し具体的にお話をさせていただきたいと思います。教授、
これはこれまでの研究から高齢者を対象とした音読、計算の取り組みは認知リ
ハビリテーションに効果があることを確認してきました。例えば、これは高齢
者施設での 10 年にわたる取り組みを通しての縦断的な変化を表したものです。
横軸の方には経過年数、縦軸はMMSEという認知機能の検査の結果を表して
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います。これはこのプロジェクトの代表でいらっしゃいます吉田甫教授のご研
究から引用しました。5人の方の縦断的な変化ではございますが、認知機能の
維持にとってかなり有効ではないかと推察されました。ひとつだけ低下してお
りますのは、これはアルツハイマー型認知症の機能の低下を想定したものです。
このように認知機能の維持にとっては効果があるだろうと確認しましたので、
対象の拡大を図りました。これが「援助」になります。立命館大学では、人間
科学研究所高齢者プロジェクトの在宅高齢者まで対象を拡大して認知リハビリ
テーションの試みを実施しました。要するに施設高齢者から地域高齢者へと対
象を拡大いたしました。これが活動の内容です。このような活動を実施するこ
とを市民新聞に掲載して、参加者を募りました。活動としましては、大体、月
曜日、水曜日、金曜日、週に 3回午前中を使いまして、30 分ごとの 3クール
というのを今実践しております。
具体的な課題の内容です。これはあくまでも一例ですけれども、実際には様々

なレベルの教材を用意しております。各人にとって誤りなくスラスラと読める、
またスラスラと計算できる、各自の興味とレベルに合わせたものを用意して、
課題としております。
活動を実施するための環境ですが、この創思館の建物の 2階にトレーニング
ルームというのがございます。ここを会場として使用させていただきました。
実施風景です。このような形で大体参加者 2名、そしてサポーター 1名という
形で組み合わせを決めまして、それを 3クール行いました。プロジェクトの組
織図です。教員が 3名、運営委員、地域サポーター、学生サポーター、これは
文学部のインターンシップの学生を指します。後でお話いただく高橋さん、石
川さんは、この運営委員でいらっしゃいます。このような形で実践してまいり
ました。
そこで具体的に「援助」として、何を行ってきたのか振り返ってきたいと思
います。2006 年より認知リハビリテーションの場を地域の高齢者、施設高齢
者から地域の高齢者に開放して、より参加しやすくなるような環境を設定して
まいりました。大学という地域資源の活用と考えております。それから、大活
字本なども導入してまいりました。これがその例なんですけれども、通常の本
に比べますと、かなり分厚くはなりますが、活字が大きくなって読みやすくなっ
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ております。先ほどのトレーニングルームのところには、このような図書コー
ナーを設けて、気軽に大活字本を利用しやすくしていただきました。
続いて、「援護」の方に入ります。認知リハビリテーションの場を高齢者が
生活をする社会環境の中に定着させる取り組みを実施してきました。もう一つ
は行政サイドへの働きかけを並行して行ってまいりました。具体的には左京区、
北区、右京区などでサテライトとして、この取り組みが拡がっていきました。
このあたりの話は、具体的には高橋さん、それからこのあとの長井センター長
の方からご報告いただきます。これは左京区の「ふれあいまつり」での活動の
様子です。取り組みを紹介するようなブースを設けて、一般の方に向けても取
り組みを紹介させていただきました。
認知リハビリテーションには 5原則があるというふうに言われております。
結果的に我々の取り組みもこの 5原則に従うようなものになったように感じて
おります。ちょっと字が小さくて申し訳ないのですけれども、ご本人にとって
快刺激であることや、コミュニケーションを取ること、それから誤らない課題
であること、などが入っております。結果的に我々の認知リハの取り組みもこ
の 5原則に従うような形で進んでいったと感じております。
さて、この取り組みの中で、生まれてきた仮説があります。これがおそらく
今後の我々の研究の方向性と言ってもいいのかなと考えております。
具体的にどのような仮説か、少しご説明申し上げたいと思います。我々は音
読計算活動を実施してきました。週 1、2回、地域高齢者が大学に通って 30 分
程度の音読、計算プラス、コミュニケーションを取るということを実施してき
ました。この結果、音読計算活動を通して新しい双方向的な社会的コミュニケー
ションが生まれたと思います。その参加者と支援者とのコミュニケーションが
高次精神機能の可塑性をうながしたのではないかと考えております。
この背景には、心理学者であるヴィゴツキーという人の理論があります。少
しご紹介したいと思います。ヴィゴツキーは社会的コミュニケーションをもと
にした精神間機能が内化してやがて高次の精神機能が生まれると考えておりま
す。この考え方を借りますと、加齢の影響でこの精神内機能が低下したとき、
再び精神間機能を活性化させることでこの機能の低下を補うことができるので
はないかというものです。もう少し、具体的な言葉を使って説明をさせていた
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だきたいと思います。人と人とのコミュニケーションがやがて、内化して高次
の精神機能が生まれてくるとヴィゴツキーは考えております。この高次精神機
能が加齢の影響で弱まってしまったとき、再びコミュニケーションを活性化さ
せることで、高次精神機能の可塑性を促すことができるのではないかと考えて
おります。ヴィゴツキーの言葉を借りますと、「人間の固有の高次の心理機能
は人間の精神にもともと内在するものでなく、社会的に形成されるもの」であ
る。さらに、「高次精神機能は社会性の中で発生する」ということを考えるな
らば、高齢者においては高次精神機能は社会性の中で維持・発達するというの
が我々のこの数年間の実践で見えてきた仮説であり、今後の研究の方向性を示
すものではないかと考えております。
それでは、このあと、大学内、大学外での実践を、エピソードを交えて振り
返ってみたいと思います。私の方からの説明は以上で終わらせていただきます。
ご清聴ありがとうございました。
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大学という資源を活用した高齢者支援の取り組み
―地域の方といっしょに―

高橋　伸子（立命館大学人間科学研究所客員研究員）

高橋　おはようございます。予見的支援チーム・客員研究
員の高橋伸子です。私からは地域にお住まいの方々と共に
取り組んで参りました、この活動についてご報告させてい
ただきます。
まず、左京区にあります花友しらかわという銀閣寺から
少し南に行ったところの高齢者施設で 1年間実施しまし
た。この活動のパイロット研究を行いました。同じ社会福祉法人であります市
原寮で 2002 年、この介入研究がスタートいたしました。市原寮は出町柳から
叡山電車で少し山の方に行って、京都産業大学より北の方にある高齢者施設で
す。そちらの方で 2002 年から実施した経験をもとに 2006 年、この立命館大学
の創思館で新たに取り組みが始まりました。協力いただいた行政の方、そして
地域の方々、大学関係者いろんな方たちのお力添えをいただきながらスタート
させていただきました。それが 2006 年です。2007 年からはもう少し地域に密
着した形でという要望に応えるべく
小学校を会場にしたり、また地域の
集会場、そして老人福祉センターな
どを会場にして実施して参りました。
大学という活動の場に出向きにくい
という地域の方もこのような会場だ
と参加しやすいということもあった
ようです。
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はじめのタイトルに「地域の方と
ご一緒に」と書かせていただきまし
たように地域の方々に二つの役割を
お願いいたしました。一つ目は、地
域にお住まいのご高齢の方です。大
学に通ってきて、この大学の教室で
音読をしたり、計算したり支援者で
あるサポーターと一緒に会話をした
り、そうしたことを 3年間にわたって継続できる、この活動に継続して参加で
きる役割といいましょうか、そうしたことをお願いしました。また、2つ目の
役割としましては、その方々を支援する、私たちはサポーターというふうにお
呼びさせていただいています。活動を支援する方々です。こちらも地域の方々
にお願いをいたしました。時間的に余裕もあって、ボランティアであるとか、
地域の活動に参加をして、高齢者の方々を支援したいという方にお集まりいた
だきました。まず大学で研修を受けていただきました。この研修内容について
は、高齢者の理解を深めるための高齢者心理であるとか、高齢者の特徴である
とか、身体的なことなどです。その後、サポーターとして 1年間実践していた
だき、2月の修了式にサポーター認定をさせていただくという流れです。

このスライドは、学習に通って来
られる学習者の方々の年齢構成です。
最高年齢の方は今年 92 歳の男性の方
です。一番若い方では、50 歳後半の
女性の方がいらっしゃいます。男性
学習者の今年度の合計数が 20 名で、
女性学習者はその 2 倍の 40 名です。
平均年齢は毎年ちょうど後期高齢者
にさしかかる 75 歳、76 歳のあたりです。最近の傾向としては、ご夫婦で通っ
てこられるという方々が増えてまいりました。今年も 6組のご夫婦がいらっ
しゃいます。姉妹の方、それから親子で通ってこられるという方もいらっしゃ

2

1
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います。

先ほどのスライドでは、現在学習
に通ってこられている方の年齢構成
をご紹介しました。このスライドで
は、開始しました 2006 年から今年度
2015 年までの学習に通ってこられた
方々の数をお示ししております。市
原寮とありますのは、高齢者施設に
入所されている方を対象に同じよう
に週 1回、活動に参加されている方々の人数です。
立命館では、多いときで 90 名弱、およそ毎年 60 名前後の方が通ってこられ
ています。市原寮では大体 10 名から 20 名、多いときで 30 名少しいらっしゃ
います。先ほど申し上げましたように市原寮では 2002 年にスタートしました
が、開始当時から通ってこられて、今なお継続している方も数名いらっしゃい
ます。

サポーターの方の数の推移です。
年度ごとの人数です。2006年にスター
トしましたとき、11 名の参加を得る
ことができました。そして翌年には
25 名、そして継続してサポートをし
てくださる方が 8名でした。2007 年
には 33 名の地域サポーターに加え、
インターンシップなど学生サポー
ターが12名、そして私たち運営委員が7名、2007年度はこの52人のサポーター
体制で活動を進めたことになります。
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このスライドでは今年度 2015 年の
サポーターの年齢構成をご紹介して
います。20 歳代のサポーターは、学
生がほとんどを占めていますがわず
かながら、学生以外の地域サポーター
もいらっしゃいます。そして、わず
かですが 30歳代の方もいます。40歳
代、50 歳代、最も多い 60 歳代が、
36％、70 歳代が 32％という幅のある年齢構成が実現しているということが言
えるかと思います。例えばある時には孫の年代である 20 代のサポーターに学
習の支援をしてもらう。また、ある日は年齢の近い 70 歳代のサポーターと話
を弾ませると、いうようなことが日常展開されております。

学習者の認知機能の変化について
は多くの研究を行って参りました。
支援する側のサポーターの方々にも
日常的に変化を見受けることが多く
あるという現状から、支援者の変化
を見てみたいという要望があり調査
研究を行いました。ご紹介させてい
ただきます。全員とはいきませんが、
17 名の地域サポーターの方々に協力を得ることができました。インタビュー
ではサポーターになろうと思った理由、高齢者の印象の変化、またサポーター
になってからのご自身の日常で感じられる変化などをおたずねしました。
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少し字が小さいですが、結果をご
紹介します。注目していただきたい
のは、このあたりです。サポートを
する側、サポーターになって生きが
いを感じる、交友関係が広がった、
勉強意欲が増した、実際にサポーター
になってから大学構内のいろんな掲
示物を見る機会が増えて、ご自身が
聴講生もしくは単位履修生として勉強したいと希望する方もありました。実際
に受講されています。また、日常生活の場面ではサポートをすることで、生活
のリズムができたであるとか、規則正しくなった、家族関係が良くなり会話が
増えたなど日常の場面でも変化が見られるような報告がありました。これも大
きな変化ですが、サポーターをする前は、高齢者というのは心身ともに衰えて
いく人、また病気にかかっている人、物忘れがひどくなる人と、ほとんどがマ
イナスのイメージを持っていたにも関わらず、この活動に参加をして、高齢者
の見方が大きく変わったということが報告出来るかと思います。前向きで学習
意欲が高い人と、大きく高齢者の見方が変化をしています。豊富な知識、知恵
を持っている人、また明るい人生を楽しんでいる人というようなことも良い変
化といえるでしょう。

先ほどのスライドではサポーター
における変化、成長について報告さ
せていただきました。そのサポーター
が活動する会場をご紹介します。地
域との連携、これまでとこれからで
す。細字の部分はこれまで実施して
きた会場です。太字でお示している
ところは常設会場と、そして今まさ
に開設準備中のところです。このような会場でサポーターの方々がより地域に
密着した形でこの活動を根付かせ展開されていくであろうというイメージを持

2012 10 14
. 15 , 47.
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ちまして私の報告を終わらせていただきます。
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大学という資源を活用した高齢者支援の取り組み―大学という場で―

石川眞理子（立命館大学人間科学研究所客員研究員）

石川　皆さんおはようございます。同じく予見的支援チー
ムの運営委員をしております石川眞理子と申します。先
ほど高橋の方から地域サポーターについて話がありまし
たが、私の方は学生サポーターのご報告をさせていただ
こうと思っております。
私たちがサポーターと呼んでいる、
支援する側のことを、大きくわけて
地域サポーターと学生サポーターと
いうふうに呼んでおります。学生サ
ポーターには、学生ボランティアと
呼ばれる学生ですね、ボランティア
をやりたいと言ってこのプロジェク
トに参加する学生、研究をやりたい、
卒論を書きたい、修論を書きたいと
言って活動にきてくれる学生のこと
を学生ボランティアと呼んでおりま
す。
インターンシップ生ですが、イン
ターンシップ生は文学部 2 回生以上
の通年 2 単位という単位をもらえる
という学生で、インターンシップ生
と呼んでおります。インターンシップが終わった後、2年目以降の学生を学生
チーフと呼んでインターンシップ生のサポートをしてもらっております。
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学生サポーター数の推移です。概
ね 2006 年から平均で 18.5 人の学生サ
ポーターが来てくれているんですが、
今年は説明会に来る人数も少なかっ
たので、少し減少をして学生サポー
ターは 13 名ということになっており
ます。でも先ほどの報告にありまし
たように学生サポーター、インター
ンシップ生で、サポーター全体の 20％から 25％ぐらいは在籍しており、力強
いなというふうに考えております。

これは実際に学生がサポートして
いるところですが、毎年 6 月から開
始するんですが、最初の頃の様子で
すので、学生サポーターのインター
ンシップ生は、横に学生チーフがつ
いて支援をしている。こちらの方、
この方が学習者ということになりま
すが、どちらかというと学生の方が
緊張しているかなという印象を持ち
ます。

研究ということが目的でもあって、
修論であるとか卒論であるとか、
2008 年から 2014 年まで 22 論文発表
しております。概ね年平均 3 本くら
いずつ学生は書いてくれているかな
と思うんですが、その学生研究の一
部を掲載しました。

2014
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2011

,
2010

NIRS
2009

2008
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研究内容をまとめてみました。
まず、前頭葉機能の改善がされた
という報告、そして認知機能の改善
がされた、記憶が維持されているの
ではないかという研究、そしてコミュ
ニケーションが良くなった、コミュ
ニケーションを取るのが上手になっ
てきたなという印象を卒論にまとめ
たということもあります。そして、一番大事なことですね。日常生活のクオリ
ティ、QOLが上昇したのではないかというような論文が多く出ております。

そして、学習者の方々に研究の対
象、被験者となっていただくので 2
月か 3 月に毎年、学生研究報告会を
行っております。1人 20 分くらいで、
全体で 1 時間程度で学習者の方々に
フィードバックするということも
行っております。

学生サポーターの感想を私たちの
記録として、1 年間の記録としてこ
ういうような冊子を出しております。
その中から抜粋しましたが、学生サ
ポーターの感想を読ませていただき
ます。多くの学びが散りばめられて
いるなと思います。この活動を通し
て私は人の話を聞く姿勢や人によっ
て必要なサポートが異なることで人との関わり方を工夫することも身につきま
した。大学生である私にとって人生の先輩である人々の体験や話を聞くことで、
自分の将来の姿を考えるきっかけにもなりました。この経験を活かして社会に

(2012 2013 )
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出た時に人との関わりを大切にし、責任を持って物事に取り組んでいきますと
いうふうに書いてくれています。

今までの 185 名の学生サポーター
の感想をまとめてみました。
まず大学にいながらにして、世代
間交流ができるということを言って
くれる学生もおりましたし、この世
代間交流の中から社会的な連携感が
生まれたとか、社会的意義を実感し
たであるとか、高齢者との関わり方
に自信が持てるようになってきたという感想も多かったです。最近、核家族が
多いので高齢者とどういうふうに接したらいいかわからないという学生が最初
にサポートする時には固まってしまう学生もいるんですが、自信が持てるよう
になって自己肯定感が形成されたであるとか、大学で研究するイメージ、2回
生からインターンシップ生として参加してくれている学生なんかは大学でどう
いうふうに研究するのかわからなかったんだけれども、査定とか一緒に近くで
見ているだけでもイメージがわいてきたというような感想ももらっています。

これは立命館大学の父母教育後援
会、文学部長優秀賞というのを毎年
のようにインターンシップが始まっ
てから毎年ですね、毎年頂いており
ます。
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以上のことから学生サポーターの
活動のまとめをしてみました。高齢
者プロジェクトの学生の取り組みは
研究と現場での実践が深く結びつい
た活動だったなと思っております。
そして、今後ですが、先ほど土田先
生からご報告がありましたように、
教授、援護、援護の枠組みを再度確
認しながらプロジェクトの方向性を検討していけたらなと考えております。
最後になりましたが、この様子は今年の修了式の様子です。
学習者、学生、地域のサポーターの方々、市原、左京、北区の方、関係者が
120 名ほど集って無事修了式を終えました。今年度も 2016 年の 2 月に行う予
定です。私の方からは以上です。どうもありがとうございました。

(
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京都市左京区での取組みについて

長井　徹夫（京都市左京区地域介護予防推進センター センター長）

長井　皆さんこんにちは。私、京都市左京区地域介護予防
推進センターのセンター長を務めております長井徹夫とい
います。よろしくお願い致します。私は、学外での取り組
み実践報告ということで、左京区での取り組みについて報
告をさせていただきます。

介護予防推進センターとは
まず、私ども介護予防推進センターがどういう機関なのかを、簡単に紹介さ
せていただきます。介護保険が始まりましたのは 2000 年ですが、その一回目
の大きな見直しが 2006 年に実施されております。この見直しの際に介護保険
が始まった 6年間、どちらか言えば、要介護 1や要介護 2、要支援などの軽い
方の介護度が重度に変わっている。このような介護保険制度が始まった中でそ
のような特徴が見られましたので、なんとかそれを重度にならないように予防
していただく、介護保険の世話にならないように在宅で引き続き元気で過ごし
ていただくというために介護予防という考え方がこの 2006 年にスタートして
おります。私どもの介護予防の事業の対象者は、65 歳以上ですが、要介護認
定を受けていないような、つまり介護サービスを使っていない、使う必要のな
い元気な方が、その元気な状態をいつまでも続けていただく。若干機能が落ち
ていても、その機能を維持ないしはできたら少しは回復をさせる、このような
ことを目的にスタートしております。この実施機関は市町村となっているわけ
ですが、京都市の場合は少し全国と違っておりまして、民間委託という方法を
とりました。民間委託と言いましても、社会福祉法人とか医療法人という公益
法人に委託ということで、各区一ケ所、左京区では社会福祉法人市原寮が京都
市の委託を受けて、左京区内で取り組みをしてきました。その取り組みの一つ
が認知症予防の取り組みで、立命館大学で研究をされて、私どもの母体であり
ます市原寮でも取り組まれておりました学習療法の取り組みを私どもの介護予
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防事業として開始をしました。

左京区での取り組みについて
立命館大学では、一つのクール（学習期間は）、3年間高齢者に通っていた
だいてということでございますが、さすがに 3年間を同じ学習者でやるという
のはちょっと無理でございまして、週に 1回、半年間 24 回を、1クールとし
て参加をしていただく教室を実施しております。開始は 2011 年 1 月 19 日から
で、左京老人福祉センターの教室をお借りしてスタートしております。この左
京老人福祉センター教室は、開始からこの秋で約 4年半になりますが、この間、
他の会場も含めて、左京区内のあちこちで実施しており、（26 クール）26 教室
開催しております。会場は先ほどの表にもありましたが 8ケ所にわたって実施
しております。午前中はある会場、午後は違うところで、月曜日から金曜日ま
での一週間に 5教室を開いていた時期もありました。
この 4年半で、学習者の総数がちょうど 300 名に到達しております。そのう
ち、最後まで来れない方とか、最初来てみたけれども、自分が認知予防の脳ト
レをしようと思ったのとちょっと趣旨が違ったということで途中でおやめにな
られる方もおられましたが、一応、修了者、終わるのではなくて、修めるとい
う字の修了ですが、これは 24 回のうち 12 回以上を出席の方を修了者としてお
りますが、その方が 208 名おられます。大体約 7割の方は修了をされておりま
す。学習者として参加された方の平均年齢が 76.7 歳で、最高齢は 90 歳で最年
少は65歳の方で、だいたい70代の後半から80代にかけてが中心でございます。

学習者のアンケート調査から
修了者の方に終了時に記述式のアンケートをいただいております。アンケー
トの回収数が 129 件で、だいたい 60％の方に記述式アンケートを書いていた
だいておりまして、その中から参加者の感想をまとめましたものをちょっと紹
介させていただきます。まず、学習療法の柱であります「音読活動を体験して」
ということで、記述されておりますのは、“ 本や新聞を読む機会が増えた ” と
いう方が 12 名。それから、“新聞等を読む時に声を出して読むようになった ”
という方が 28 名でございます。それから “ 辞書で調べるようになりました ”
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が 14 名、合計 54 名、半分位の方がそういう記述をされています。もうちょっ
と紹介をしますと、“ 音読するようになり、道であった人に挨拶をするように
なりました ”という記述もございましたし、それから教材の中で昔の懐かしい
歌があったということもあって、“ 懐かしい歌でその頃のことが思い出され、
昔の友人に思わず電話をした ”と、エピソードを記述された方もございました。
これが音読活動を体験しての感想でございます。
2つ目は「計算活動」ですけれども、“計算が早くなった ”という方が 17 名
おられましたし、買い物をした時なんかに暗算をされるんでしょうね、“ 暗算
をするようになりました ” という感想が 17 名で、合計 3割の方がそのように
書かれておりました。もうちょっと紹介をしますと、足し算と引き算を行いま
すが、ずっと足し算の中に引き算が混じっていると、間違って足し算をすると
いうような経験をした方だと思うんですが、“ 少し落ち着いて物事を見るよう
になりました。早飲み込みに注意をするようになりました ”とこういうような
記述もありましたし、“ 買い物が楽しくなりました ” と。認知機能が低下して
くると、1万円札で買い物をするという状態が増えるということがよく言われ
ておりますが、そうではなくて暗算をしてさっとできたら楽しかったんでしょ
うね。こういう記述もございました。3点目は数字盤といいまして、1から 10
の 10 行、100 のマス目がありまして、それにひとつずつ数字を当てはめていく、
そういうトレーニングですが、この「数字盤の体験」では、“ 大変夢中になり
ました ”という方から “所要時間が気になります ”、”楽しみました ”と、約9割、
100名の方が数字盤については熱中したと記述されておりました。次に「サポー
ターに対しての意見」ですが、“ 話を聞いてもらって非常に感謝しています ”
という方が 54 名、半分の方がサポーターの方にお礼を述べられています。そ
れから計算活動で 100 点満点をとってもらうわけですが、サポーターの方が花
丸百点を付けるようにしておりますが、これに対しての感想としましては、“小
学生以来、百点をもらって嬉しかった ”という好意的な方が 75％、“ 子供っぽ
いので ” どちらかと言ったら否定的な方が 25％ということで好意的な方が多
かったんですが、若干否定的な意見もあるということも理解して、学習者にど
ちらが良いかということをきちんと把握してサポート活動をしていかなければ
と思っております。教室が始まった最初の頃は学習者の方たちは非常に不安で、
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“ 半年間も 24 回も行くのは大変だな ”と思っておられますが、終わってみれば、
“ あっという間の半年間だった ”、“ 引き続き学習活動に参加をしたい ”、“ こ
ういう機会をもっと作ってほしい ”という声が圧倒的に多かったように思って
おります。

サポーターの養成とアンケートから
次にサポーター養成の取り組みとアンケートですが、サポーター養成講座の
開催は、2010年 11月から毎年1回、計5回サポーター養成を実施しております。
この間、101 名の方が受講され、81 名の方がサポーター登録をしていただいて、
現在活動中のサポーターが 44 名でございます。平均年齢が 67.8 歳で、最高齢
のサポーターは 82 歳で、現在も活躍中でございます。サポーターからのアン
ケートの紹介を次にさせていただきます。アンケートは 44 名、72％の方から
回答をいただいております。「サポーター活動に参加して良かったと思われま
すか」という設問に対して、5段階評価でいただいておりますが、1段階目は「全
く良かったと思わない」から 5段階目ですと「とても良かった」ということで
サポーター活動の評価をしていただいておりますが、「良かった」が 24 名、「と
ても良かった」が 17 名で、合計 97.6％。逆に言いますと、一人だけ 2段階の「あ
まりよかったと思わない」でありました。2つ目は「サポーター活動で大変だ
なと思うようなことはありましたか」と聞きましたところ、「特になにもない」
という方が 16 名、「少しだけあった」という方が 16 名、合計で 78％の方がそ
んなに負担に感じておられないというところでございます。なお、「思う」と
いう方が 6名おられまして、その主な理由として書かれておるのが、“ 学習者
が待っておられるのに休むのは、気が重い ”とか、一応半年間のスケジュール
を事前に立てるのですが、その “スケジュール変更をお願いするのは気が大変
だ ”ということで、サポーター活動そのものよりも、日程調整のことで負担に
思われていたかなと思っております。3点目は、先ほどの立命館大学でもござ
いましたが、「サポーター活動をご経験されて、あなた自身の変化は」を質問
していますが、「変化があった」という方が 34 名で「変化がなかった」方が 3
名という結果で、変化がなかった方は “元々高齢者の方と幼い時から一緒に生
活していて慣れていたので ”ということでございました。それから 4点目の設
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問は、「サポーター活動を開始された前後で高齢者に対する理解の変化はござ
いましたか」ということで、「変化があった」という方は 30 名おられました。

「集団方式」の取り組みについて
次に左京区で追加している取り組みを 2つ紹介させていただきます。ひとつ
は、基本は学習者 2人にサポーター 1人という配置で学習するわけですが、そ
うしますとサポーターの確保がないと、なかなか多くの方が音読・計算活動の
体験できないので、例えば 6カ月間終わってから引き続き活動をしたいという
方をどうするのか、卒業後の継続した学習の機会作りという事と、それからよ
り広くの方に体験していただくためにということで、1人のサポーターで多く
の方に音読計算を体験していただく。私どもの方で名前を付けておりますが、
「集団方式」というのを取り組んでおります。これは 2011 年 4 月から最初の 1
年間は立命館大学の先生に来ていただいて、毎月第一週と第三週の金曜日に開
催しておりました。1年半経ってから、サポーター単独でこの運営をしており
まして、毎月 3回、1週と 3 週と 4 週の金曜日の午前中に開催してきました。
この 3年半で 97 回、その間に参加された実参加者が 123 名おられました。こ
の「集団方式」が立命館方式を若干アレンジしておりますので、本当に認知症
予防に効果があるのかどうか、ということが気になりましたので、ファイブコ
グ（軽度認知障害：MCI）の検査を去年と今年も実施しております。昨年、
MCI の検査を受けられた方が 42 名、今年が 36 名で、両年度受けられた方が
17 名おられましたので、17 名で評価をしましたところ、“ 各機能で有意な差
はなし ” と、認知機能は維持されていました。「集団方式」についても有効な
手段ということで胸をなでおろしています。これからも広げていかなくてはい
けないと思います。

ファイブコグ検査の取り組みについて
もう一点、今言いました、ファイブコグ検査ですが、この取り組みについて
もどんどん広げていこうという具合に思っております。私どもは運動教室をは
じめ各種の教室を開催していますが、運動教室の場合は体力測定をして、運動
を始める前と実施後で体力がどう変わっているのか、“階段を上るのが楽になっ
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た ” とか、” 立ち座りが楽になった ” という実感も大切ですが、目に見える形
でその向上や維持が確認できる機会がありますが、脳トレの場合は何で自分の
認知機能が確認できるのかなとこのファイブコブを昨年から取り組んでおりま
す。脳トレの取り組みのモチベーションを維持するためにも効果があると考え
ております。「脳トレ学習療法」の教室と「ウォーキングで認知症予防」とい
う教室でも検査をやっております。また、地域で「集団方式」で脳トレをされ
ているところがございますが，自主活動グループへの支援ということで検査を
実施しておりますし、今年の秋からは定期的に、毎月第二土曜の午前中にファ
イブコブの検査を実施しておりまして、1月まで予約がいっぱいになっており
ます。
検査被験者が左京区では 308 名に達しておりますし、毎年受けることによっ
て、認知症予防の取り組みがいつまでも継続される力になればとがんばってお
る次第でございます。以上で報告を終わります。ありがとうございました。
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司会（安田）　高橋様、石川様、長井様、そして土田先生、ありがとうござい
ました。私もこの創思館に出入りする者ですが、水曜日の午前中などに高齢者
の方にばったりお会いするということがしばしばありまして、学外の方にお目
にかかることを通じて大学の地域における役割を感じ、嬉しく、また新鮮に感
じておりました。こういった非常に重要なプロジェクトが動いているというこ
とを実際にお伺いしまして、おおいに刺激を受けているところです。
「認知リハビリテーションの 5原則」というものがあると土田先生からご紹
介いただきました。とりわけ、コミュニケーションに働きかけて高次精神機能
を活性化させることを基軸にしながら、個々人に役割をもたせるという働きか
けによって、学習者となりサポーターとなるということ。こうした、いくつも
の仕掛けが盛り込まれていることに感銘を受けました。そこに学生が参画する、
学生が学ぶということを通じて、さらにサポーターが増え、高齢者理解が広がっ
ていくのですよね。一方で、こうしたモデルが地域の中で実践家によって広く
展開されているのであり、まるで波紋が広がっていくような波及効果を多分に
もつ活動を、大変興味深く聞かせていただきました。
さて、これをもちまして第 1部を終了させていただき、11 時からは別会場
にてポスターセッションを開催いたします。研究所では様々な研究が行われて
いますが、本日はそのうち 17 つの研究をポスターとして掲示しております。
第 1部で扱われました予見的支援に関する報告も、午後の企画に関わる報告も
ございます。また、本日の企画では触れることが叶わなかった、様々な研究に
ついてもポスターによる発表がなされます。お手元のプログラムにポスター発
表の抄録を掲載しておりますので 1、演題や抄録をご確認いただきまして、ご
関心をもたれるポスターをご自由にご観覧ください。

注 1　本冊子では、巻末に附録として収録しております。




